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代
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る
政
治
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設
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の
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に
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代
の
法
実
践
と
法
哲
学

鈴
木
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大
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)
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井
弘
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(
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大
学
)
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思
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韓
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学
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汁千
白山富
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報
止と

一
二
世
紀
中
国
法
学
の
課
題

資

報
告
四

中
国
の
経
済
自
由
化
と
中
台
両
岸
私
法
規
範
の
統
合

李

歩
雲
(
中
国
・
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
)

翻
訳
庚
瀬
真
弓
(
北
海
道
大
学
大
学
院
生
)

朱
柏
松
(
台
湾
・
台
湾
大
学
)

翻
訳
字
国
川
幸
則
(
関
西
大
学
)

申
鉱
允
(
韓
国
・
延
世
大
学
校
)

中
山
武
憲
(
名
古
屋
経
済
大
学
)

鈴
木
賢
(
北
海
道
大
学
)

武
憲
(
名
古
屋
経
済
大
学
)

報
告
五

二
一
世
紀
に
お
け
る
市
場
秩
序
の
変
化
と
韓
国
競
争
法
の
域
外
適
用

翻
訳

報
告
六

報
告
七

試
論
・
東
ア
ジ
ア
法
系
の
成
立
可
能
性

不
公
正
な
取
引
方
法
に
関
す
る
日
韓
両
国
独
占
禁
止
法
の
比
較
法
的
検
討

中
山

は
し
が
き

北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
を
中
心
に
長
年
に
わ
た
っ
て
日
韓
で
共
同
研

究
を
続
け
て
き
た
わ
れ
わ
れ
の
研
究
チ
l
ム
は
、
平
成
一
一
一
年
度
か
ら
は

共
同
研
究
者
に
中
国
の
研
究
者
を
も
加
え
て
、
研
究
の
対
象
を
東
ア
ジ
ア

全
体
(
当
面
、
日
本
、
韓
国
、
中
園
、
台
湾
、
香
港
な
ど
)
に
拡
大
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
同
年
か
ら
三
年
間
の
予
定
で
法
哲
学
班
(
研
究

代
表
H
今
井
弘
道
教
授
、
基
盤
研
究
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「
東
ア
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ア
法
文
化
の
現

況
と
未
来
1
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『
ア
ジ
ア
的
価
値
」
と
近
代
西
洋
法
の
対
立
に
即
し
て

|
|
」
)
、
経
済
法
班
(
研
究
代
表
H
稗
貫
俊
文
教
授
、
基
盤
研
究
B
(
一)

「
日
韓
経
済
法
と
そ
の
背
景
的
文
化
の
比
較
研
究
|
|
ア
ジ
ア
的
競
争

原
理
の
可
能
性
の
探
求
|
|
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
日
本
学
術
振
興

会
科
学
研
究
費
補
助
金
を
与
え
ら
れ
、
研
究
継
続
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
さ
っ
そ
く
、
こ
の
ク
l
ル
の
最
初
の
年
度
に
あ
た
る
二

O
O
一

年
三
月
六
日
、
七
日
の
両
日
、
韓
国
、
中
園
、
台
湾
か
ら
研
究
者
を
招
聴

し
て
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
学
の
二
一
世
紀

的
課
題
」
(
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
付
属
高
等
法
政
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
と
共
催
)
を
北
海
道
大
学
に
お
い
て
開
催
し
た
。
本
号
に
掲
載

す
る
報
告
一
か
ら
報
告
六
ま
で
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
発

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
こ
に
掲
載
し
た
六
本
の
報
告
の
ほ
か
、
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韓
国
・
延
世
大
学
校
)
「
二
一
世
紀
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
情
報
の
自
由
お
よ
び
規
制
」
、
韓
大
元
教
授
(
中
国
・
中
国
人
民
大
学
)

「
法
文
化
の
多
様
性
と
東
ア
ジ
ア
的
法
治
の
価
値
」
の
二
本
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
日
本
語
へ
の
翻
訳
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
た
め
、
号
を
改
め
て
本
誌
へ
掲
載
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
韓
国
、
中
国
、
台
湾
を
代
表
す
る
法
学
者
を

多
数
お
迎
え
し
て
、
実
り
の
多
い
議
論
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

ま
た
、
報
告
七
は
二

O
O
二
年
三
月
一
八
日
、
韓
国
の
研
究
協
力
者
を

招
い
て
沖
縄
で
開
催
し
た
経
済
法
班
の
合
同
研
究
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ

た
研
究
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
中
山
教
授
は
本
研
究
チ

l
ム
で
の
研
究
成

果
を
集
大
成
し
て
『
韓
国
独
占
禁
止
法
の
研
究
』
(
二

O
O
一
年
、
信
山

社
)
を
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

二
O
O
二
年
一
月
一
七
日
、
一
八
日
、
香
港
(
香
港
大
学
お
よ
び
香
港

城
市
大
学
)
で
第
四
回
東
ア
ジ
ア
法
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

本
チ

l
ム
か
ら
も
多
数
の
研
究
者
が
報
告
、
討
論
に
参
加
し
た
。
そ
の
際

の
成
果
も
順
次
、
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、

二
O
O
四
年
の
秋
に
は
第
五
回
東
ア
ジ
ア
法
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
本

研
究
チ

l
ム
が
中
心
と
な
っ
て
、
北
海
道
大
学
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と

が

決

定

し

て

い

る

。
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